
  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 29 水溶液とイオン 

 

（福岡県） 

1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京学芸大附高） 

2 問題 



  

 

 

     

問 1    水溶液どうしが混ざるのを防ぐため。 

 

問 2 A班の結果から，中性の水溶液である砂糖水には電流は流れなかったが，B班の結果からは，中性

の水溶液である塩化ナトリウム水溶液に電流が流れた。中性の水溶液でも電流が流れるものと流れ

ないものがあるので，下線部 Qは適切ではない。 

 記号：Q 

 適切な内容：（例）電流が流れるものと流れないものがある 

 

問 3（1）水溶液が電流を流す物質を電解質，流さない物質を非電解質という。 

 電解質 

（2）塩化水素の電離式は，HCl → H+ + Cl－となるので，塩化水素が電離すると，水素イオンの数

と塩化物イオンの数が等しくなる。よって，図 3の中に，○を 3個記入すればよい。 

 

 

 

 

 

 

     

（1）   ⓪ 

（2）④が正しくない。－の電気を帯びた陰イオンは，＋の電気を帯びた陽子を失ってできるのではな

く，－の電気を帯びた電子を受けとることによってできる。 

 ④ 

（3）全て正しい。電解質の水溶液に異なる 2 種類の金属を入れて導線でつなぐと，水溶液と金属板と

のあいだで電子の受け渡しがおき，電子が－極から＋極へと流れ，電圧が生じる。 

 ⓪ 

（4）⑤が正しくない。（3）でかいたように電子が－極である亜鉛板から＋極である銅板の向きに流れ

るが，電流が流れる向きは電子が流れる向きとは逆向きのため，銅板から亜鉛板に向かって電流が

流れる。 

 ⑤ 

（5）③が正しくない。pHの値が 7より小さいとき，数値が小さいほど酸性が強くなる。 

（p172用語チェック「塾技 10」3．pHを参照） 

 ③ 

塾技 29  補充問題 解答・解説 
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